
I鍵蕊r織繊l溌蕊

板(1)平成１３年６月１５日 第３６１号

ｒ吋託撰少 ＊
＊
講
演
＊
＊

建
設
業
災
害
防
止
協
会
、
愛
知

県
支
部
委
嘱
講
師
の
坂
長
助
氏
を

迎
え
て
、
「
建
築
板
金
の
安
全
管

理
」
に
つ
い
て
の
諦
演
が
あ
っ
た
。

我
々
の
職
場
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

安
全
の
為
に
、
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
る
か
、
と
言
え
ば
、
そ
ん

な
事
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
安
全
作
業
こ
そ
最

優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
。

○
○
で
あ
っ
た
ら
．
…
．
．
、
○
○

で
あ
れ
ば
云
々
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
言
訳
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
は

そ
の
為
に
は
、
何
を
す
れ
ば
良
い
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全
意
識
の
向
上
、
安
全
な
工
具
の

使
用
、
安
全
足
場
の
確
保
、
保
謹

具
の
着
用
は
当
然
の
事
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
現
場
に
危
険
な
個

所
は
な
い
か
、
又
、
作
業
が
終
了

し
た
時
点
で
の
、
ヒ
ャ
ッ
と
し
た
、

ハ
ツ
と
し
た
事
等
の
報
告
。
災
害

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る

が
、
ケ
ガ
を
す
る
因
は
、
何
処
に

も
何
時
も
、
あ
る
。
そ
の
様
な
事

に
な
ら
な
い
為
に
「
安
全
作
業
に

徹
す
る
」
こ
れ
し
か
な
い
の
で
は
。

だ
が
、
高
柳
理
事
長
の
会
場
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
保
護
具
の
着
用
状

況
は
、
約
半
数
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
で
、
予
算
、
工

期
の
関
係
で
、
足
場
が
無
く
て
も

作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

又
、
雨
が
降
っ
て
い
て
、
危
険
を
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第
三
十
六
回
通
常
総
代
会
が
、
五
月
十
五
日
、

名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
支
部
の
鷲
見
氏
の
司
会
に
よ
り
定
刻
通

り
午
後
一
時
に
開
始
、
知
多
支
部
の
沼
浮
氏
の

開
会
の
辞
の
後
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ

た
。

村
上
理
事
長
の
挨
拶
の
中
で
「
今
年
度
は
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
リ
フ
ォ
ー
‐
ム
の
訓
習
、
保
証

制
度
の
拡
充
を
計
り
、
施
行
に
つ
い
て
は
、
常

に
危
険
が
伴
う
の
で
、
安
全
作
業
に
徹
し
て
ほ

し
い
」
と
の
事
で
あ
っ
た
。

続
い
て
議
事
に
入
る
。
議
長
選
出
に
あ
た
り
、

司
会
の
鷲
見
氏
に
一
任
。
知
多
支
部
の
蟹
江
氏

が
、
そ
の
任
に
あ
た
る
。
一
～
四
号
議
案
担
当

の
、
斎
藤
、
長
谷
川
、
高
柳
、
各
副
理
事
長
、

事
務
局
よ
り
、
谷
沢
事
務
局
長
の
説
明
が
あ
り
、

出
席
者
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
成
立
と
な
っ

た
。
五
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
立
候
補
者

が
出
な
い
為
、
議
長
一
任
と
な
り
、
議
長
の
提

案
を
、
現
理
事
諸
氏
が
、
別
室
に
て
協
議
の
結

果
、
留
任
と
な
っ
た
。
次
に
、
永
く
県
板
組
合

に
役
員
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
方
々
に
、
理
事
長

よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
っ
た
。
最
後
に
来
賓

の
方
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
閉
会
と
な
っ
た
。

十
分
の
休
憩
の
後
、
「
建
築
板
金
の
安
全
管
理
」

の
講
演
が
あ
っ
た
。
午
後
四
時
二
十
分
、
総
代

会
、
講
演
会
が
終
了
と
な
っ
た
。

会
場
を
移
し
て
、
懇
親
会
と
な
っ
た
。
来
賓

の
愛
知
県
問
屋
会
・
加
藤
会
長
の
挨
拶
の
中
で
、

「
今
や
会
社
の
経
営
は
、
消
耗
戦
で
あ
り
、
体
力

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒４６６－０００６

電話052-732-1226

一
、
一
口
到
し
な
い
者
に
、

や
り
が
い
が
分
る

筈
が
な
い
。

こ
の
事
を
、
自
分
の

み
な
ら
ず
、
職
人
さ
ん

達
に
も
徹
底
し
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
た
。

言
わ
れ
る
ま
で
も
な

く
、
皆
様
御
承
知
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
事
を
、
当
た
り

前
に
す
る
。
行
政
改
革

な
ら
ず
、
作
業
改
革
を
、

と
思
っ
た
次
第
で
し

た
。

知
立
斎
藤

承
知
で
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
は
ど
の
様
に
す
れ
ば
良
い
の

か
、
こ
の
様
な
事
に
思
い
当
る
御

同
輩
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
「
自
分
の
命
は
、
自
分

で
守
る
と
の
前
提
の
上
に
、
危
険

作
業
は
、
拒
否
す
る
ぐ
ら
い
の
姿

勢
で
い
て
ほ
し
い
」
と
の
答
え
で

あ
っ
た
。
発
注
側
と
受
注
す
る
側

の
立
場
も
あ
り
、
教
科
書
通
り
に

行
か
な
い
の
が
現
状
で
は
。
今
ま

で
は
良
か
っ
た
か
ら
、
何
事
も
起

こ
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
等
は
止
め

て
、
安
全
第
一
で
。

坂
講
師
は
、

一
、
今
日
一
日
を
一
所
懸
命
生
き

る
。

一
、
そ
の
積
み
重
ね
が
一
生
で
あ

る
。

愛

の
有
る
者
し
か
生
き
残
れ
な
い
。

し
か
し
、
も
し
生
き
残
っ
た
と
し

て
も
、
将
来
に
渡
っ
て
業
績
の

ア
ッ
プ
を
計
れ
る
保
証
は
、
何
処

に
も
な
く
、
ま
た
一
段
と
厳
し
い

社
会
に
な
る
事
も
予
想
さ
れ
る
。

今
後
は
、
板
金
業
者
の
方
々
と
の

共
存
共
栄
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

の
言
葉
、
一
瞬
会
場
は
静
か
に
な
っ

た
が
、
日
本
鉄
板
㈱
小
林
支
店
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
賑
や
か
な
懇
親

会
と
な
り
、
旧
交
を
暖
め
る
者
、

い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
と
の
談
笑
な

ど
、
和
気
調
調
の
内
に
閉
会
と
な
っ

た
。

知
立
斎
藤

傍
あ
い
さ
つ
す
る
村
上
理
事
長

傍
懇
親
会
風
景

為
に
は
、
何
を
す
れ
ば
良
い

の
か
。
坂
氏
は
、
ま
ず
、
安
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(単位：円）

凶且欠阻金

1４目 予瓦図 醍瓦皿 掴要

事業報告書

Ｉ概況

我が国の経済は、長引く不況の中、世相は金融・雇用・

老後の三大不安を抱え、経済の混迷と共に１２年度も非常

に厳しい状況で推移しました。

国は新しく省庁の統合をし、経済改革・行政改革を声高

々に叫んでいますが、公共工事については、世上報道機関

に置いて喧しく論じられておりますものの、「百害有って

一利無し」の垂れ流しの公共工事については打ち切り社会

資本整備環境事態の改善については、善し悪しを見極めた

上で施策を充実出来るようにして欲しいと願っています。

先ず差し当たって我々業者の重大関心事は、長期に亘る

採算割れの低価格工事による業界の体質衰退の改善を図り、

適正価格での受注を推進し経営の安定化と、建設関連専門

業者の景気の高揚を図ることが先決です。

この様な緊迫した現況下ではありましたが、当組合は創

立３５周年を迎え、多数の皆様方のご参加を賜り、関係官

庁各位のご祝辞並びに各種功労者の表彰を行うなど、厳粛

な内にも充実した記念式典を挙行いたしました。

また、横浜で開催された全板大会に、当組合では多数の

組合員各位のご参加を賜りましたこと、厚く御礼申し上げ

ます。

皆様すでにご承知の通り、当県板の８つの委員会に加え、

１１年度に実施し好評を博した全板連。（社）日板協の新

開拓事業の住宅用太陽光発電事業委員会を設け、昨年度に

引き続き、住宅用太陽光発電の講習会の実施と併せ、リ

ニューアルエ事の促進にも力を入れて参りました。

恒例の技能検定実技受験の講習会及び試験を始め、技能

プラザの出展に関しても、関係者各位の御尽力により、無

事終了し立派な成果を上げられましたこと厚く御礼申し上

げます。

最後になりましたが、去る９月１０．１１日の東海豪雨

災害に付きましては、全板連・中板協より多大なるお見舞

金を頂戴し、また当組合の各支部より多くの方々の御厚志

を頂き、組合員の被災者の方々に大変感謝されましたこと

をご報告させていただきます。

以上、この一年間の事業報告と、皆様のご協力に対し心

から謝意を表しますと共に、今後とも組合事業の目的遂行

のため、ご理解とご協力を賜りますようお願いし、ご報告

を申し上げます。
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400.009

２３０．，００

500,000

192.000

商 要

「愛唾災作詞、発避叉､婁員会

旋回好

既習全回､芸風会流買、･マニュ了

ル代写

愛険ﾈﾙ､枝定治pUW､伎俺ゴ会ＺＴ

合略訂伝迎氏記蘭全面

技唯プラザ諸pfH､爵貝酋琉口才

支鉱・ブﾛｯｸの理会、矛年金．

その他憲幕の提騒詐

洞握i舌動補酌口

答謙亙碓IpiiW』、紀.全島代、溌薗

会詞弄

保蹟ｵ1,興習会同､要目全展､キ

ワ・クステーションリース飼

密風郵迭口守

豆日給写、賞与3名分

醜吸保践､履溺保険､厚生年金再

廻載共厨弧瓦金

剛助手当､役a・豆仙出優展同

切手､電話､FAX写

お黙､ごミ茨.注剤等

ワープロ･ニピー侭･FAX￥一ｽ

料､その地文貝罪

会靭貫､璽冥宮印刷代、

憩鯉会貸写

理預金､要日会旅画写

全戎逮､E匠泌､中限浬､量掻連

等の竺浬企及び行悪夢加衝

その吃餌係団体の眼星金及び行靭

参加口

金間[p央会会飽趣段臨避負圃堂

憩気､ガｽ､水遮代

瞥剥、弔電

その他腿民団体の国弔寂

振込手改1＄

圧入礎.脳定画亜悦

セーム異杓倒

里吻､旨典蘭品､没阿写

火災侭険例、所凹代、モザプリー

ス代写

涜 産 の 割

科目

【流動資班】

現 金

器迩臓企

普通瞬金〈共筋）

定額預金

【固定資崩】

(有形固定資亜〕

連 物

．n.
Ｈ２

陵 備

器具備品

〔雛形固定賃産〕

祇譜随人椛

〈 役資等＞

出資金

保雄金

厩産合計

金額

２０，３柳.２６】

１００．３:０

2.998,398

４．？4A‘５５３

2,500,000

33,274.619

32.Ｔ98.619

10.482.810

20.600‘000

1.262.726

453.083

９６．０００

９６．０００

380.000

330.000

５０．０００

ロ 償の邸

科日

【流齢負債】

蹟り金

鏑鋭充当会

共済保険料預り

未払金

受 金

【固定負債】

加入金

会館建設負担会

負依合計

資本の部

【 資本金】

鞭合貝出資会

【菌１余金】

任窓祇立企

掛越猫失金

<当期利豊金〕

責本合誹

負砿・資窯合計

金額

１
‐
．
△
△

:区安也収入

い匙促和鳴手故回

2）労倶洞踊手欺河

】》皿保Ｍ１合垂f･j企

２》労係組合偲愛金

雛履用保険訪軍全

４＞稚載入

5》利口

千瓦額

200.000

200,000

600‘000

200.000

40,.900

400.000

000,000

6000000

500,000

500.000

902.000

000.000

300.000

300.000

300,000

２‘０００

間 要

前;CI来期台目800名x24

太路生命組合旋薮

柳習全圃

受検料､検定型力全.伎托

写､合胞言陛里式祝賀会頁

保聖勇習会同、保唾さ代、

全甑圃倶

労鋤局

届嗣・能力問尭戟綱員河ｾ

豆人属尭．全

牢全歴公、入謝金

偶 菖

現金

晋通預会

定額預金

遮物

罵貝備品

述桃付属戦備

エ 地

癒躍加人椎

保証金

出資金

盗産の霞摘要

手持現金

東海段行千棒測硝眼所

＃110724078.817

商 工 中 金 熟 皿 支 店 ２ ９ ． ２ ０ ０

．f･六銀行桜j』支店4.741,553

(共済保淡）

阿由加那礎局

鉄骨３階瞳:ｉｆ務所200.61㎡

トイレ、念服

電 御 区 北 菖 町 ３ － ８ － ６ 2 2 9 . 3 2 ㎡

全ロ本板金星繁組合連合会100.000

繊全日本迄至仮企蝶証･センタ・200.000

闇.エ翻合中央全欧30.000

資餓の部合計

金額

100.310

739.95【

500,00Ｕ

‘182,810

453.083

262.726

600.000

96.000

５０．０００

330.000

可
‐
２
ｍ
ｉ
釦



3,076.900

愛 平成１３年６月１５日（４）第３６１号

1.653‘２７４

200.00Ｃ

Ｃ

１‘453,274

全国板金業国民健康保険組合愛知県支部

平成１２年度収支決算書

987.5881バソコンー式

Ｗ

(自平成１２年４月１日至 平 成 １ ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 ）

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
－
８
ｌ
９

Ｉ

収入の邪

222.075.075 2２０．３５５．８００

22.430.132

333,243

89362.889

0

9.450.000

1.380.000

204.000

2.700.000

２ 22,4300132

333.243

80362.889

０

９．４５０‘0００

１．３８０．０００

204.000

2.700.000

３ Ｖ

0１

3.302.400

528.000

2.257.200

０

０

500,000

１７．２００

1．４６３．０２９

板

H１H１

３
－
４
’
５
’
６

６５３‘２７４

２００．０００

０

０１５３．２７４

4.277
225.200

3,600.000
2．４１３．４６９

6.941.503

･卜･トロト･ト･ト･ト･ト･ト･ﾄ･卜･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ﾄﾛﾄ･卜･ﾄ･卜･ﾄ･トキ･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ﾄ･卜･卜匡ﾄcﾄ･ﾄ･ト･ト･ﾄ･ﾄ｡ﾄ･卜･勝･卜･ﾄ･ﾄﾛﾄ･ﾄ･卜･卜･卜･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ﾄ･ト･卜･卜･ト･ト･ト･ト

貸借対照表

（平成１３年３月３１日）

愛知県支部全国板金業国民健康保険組合

資産の部

科目

Z流動資産

現金

頂金

立替金

合計

金 額

7８．１０，

5．１４９．９９２

5.228.092

負 伍 の 部

科目

１旅動負艦

預り保険料

預り金

2刺余金

羅睦剰余金

当期剰余金

合計

金 額

719,275

０

４:３１４６９

０９５．３４８

5.228.092

支 出 の 函

４§宋弘金

科 目

：Ｉ特別会蜘
本部納付厩没呉

保険給付貢

①医縦戎

②語頭激畏費
③斑額医腹費貸付金
④出室育児･-詩金

⑤募擾費

⑥出孟手当金
①傷謂手当金

不当利得等渥圃金

小 計

ニロ一般会脇

･般菅理費
①給料手当等

②賃金

③会麺叉
④旅貫交通画

⑤憂課賛

⑥篭獲費
①役南寅

③使用料及び賃
⑨偏品瞬入叉

保険平翼戎

①ｽ,隠・･ツ大金寧茎画
②捷唾巽演会琴享巽戒
③樋廠診訴瓢藁回

０７：

５１

滴 掴

綴込手改科切手代

予鴬賛

I,計

合諾

支祁訪威費

1階人返理全

工夷紐合麗人全

泥支出金

偶 目

［Ｉ特別会叶］

国民旺 康医険科

保険培付頁

①琶原寅

②高甑療艮買

③高額医叙回貸付金

④出産汽児一跨全
③界祭黄

⑤出産手当金
⑦偏病手当金

不当利得等遮訂金

小 計

［Ⅱ一般会』淘

県支部交付金

①県支部平写劉

②加入者割

③保険料鏑人奨励交付金

④、人促遜奨励交付金
③オンラグィン盟係交付金

⑤その他の交付金

県支部率研面

①スポーツ大会契励委付堂

②健康巽愉会等助成金

③馳康診器助成金

④団頗享案参加頁

金瓢 楢要

切手代

小 叶

参加料収人

預金利子

瞳入金

綴越金



次
の
四
つ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
要
注
意
と
す
る
。

①
行
政
責
任
…
…
「
使
用
停
止
処

△
ご
及
び
「
指
名
停
止
等
の
措
置
」
、

②
刑
宙
重
貝
任
…
…
業
務
過
牛
金
呈
巨
・

致
死
（
刑
法
二
二
一
条
）
あ
る
い

は
労
働
安
全
衛
生
法
違
反
、
③
民

事
責
任
…
…
被
災
労
働
者
あ
る
い

は
遺
族
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
、

④
社
会
的
責
任
…
…
世
論
、
住
民

感
情
と
い
っ
た
問
題
。

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
労
働
災

害
が
発
生
す
る
と
、
四
つ
の
側
面

か
ら
問
題
視
さ
れ
、
建
設
業
の
経

営
者
や
第
一
線
監
督
者
は
、
こ
れ

ら
の
責
任
を
追
及
さ
れ
る
立
場
に

お
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
銘

記
し
て
置
く
こ
と
が
肝
要
と
い
え

よ
う
。

県
板
組
△
冒
貝
の
皆
様
に
置
か
れ

て
は
、
最
近
は
特
に
奇
抜
な
建
物

が
多
く
、
危
険
度
が
軽
視
さ
れ
る

中
、
安
易
な
感
覚
で
安
全
作
業
や

行
動
に
よ
り
災
害
も
多
発
し
て
お

板( 5)平成１３年６月 １ ５ 日 第３６１号

風
風
吹
く
な

し
ゃ
ぼ
ん
玉
と
ば
そ

☆
全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
３
年

に
初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、

「
人
間
尊
重
」
と
い
う
崇
高
な
基

本
理
念
の
下
、
広
く
一
般
の
安
全

意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
度
も

中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、

今
回
で
七
十
四
回
目
を
迎
え
る
。

さ
て
、
我
が
国
の
労
働
災
害
の

発
生
に
よ
る
被
災
者
数
は
、
長
期

的
に
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

今
な
お
年
間
五
十
六
万
人
の
方
々

が
被
災
さ
れ
て
い
る
。

又
、
死
亡
者
数
に
つ
い
て
み
る

と
昨
年
は
全
産
業
で
は
、
一
八
一

六
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
建

設
業
で
は
死
亡
者
数
を
事
故
の
型

別
に
見
る
と
、
「
墜
落
・
転
落
」

が
最
も
多
く
二
九
○
人
、
次
い
で

め
ら
れ
、
一
方
で
は
事
業
主
に
も

責
任
が
課
せ
ら
れ
、
事
情
に
よ
っ

て
は
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
問

わ
れ
る
可
能
性
も
充
分
に
あ
り
や
、

放
置
次
第
で
は
検
察
局
へ
書
類
送

検
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
万
が
一
、

事
故
発
生
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

弓
平成13年度

全国安全週間実施要綱
本週間７月１日～７月７日

準備期間６月１日～６月30日

今
、
一
番
危
倶
し
て
る
の
は
二

○
○
五
年
に
は
建
設
業
の
数
は
五

割
を
切
る
。
わ
れ
わ
れ
の
業
界
も

ほ
ぼ
同
じ
数
字
と
考
え
て
よ
い
。

生
き
残
る
為
、
早
い
内
に
方
向
付

け
る
か
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
「
建
設
動
乱
」
と
言

う
大
波
が
押
し
寄
せ
て
来
る
ま
で

後
二
～
三
年
、
今
ま
で
の
体
質
で

は
乗
り
切
れ
な
い
。
情
報
集
め
に

早
く
行
動
を
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
。

最
近
、
感
動
し
て
ま
す
か
？
私

の
感
動
よ
り

／、

☆ｽﾛーヵﾝ☆世紀をこえて｢安全第－－」
めざそう職場の危険ゼロ

、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
と
ん
だ

屋
根
ま
で
と
ん
だ

会
を
無
に
す
る
事
な
く
安
全
講
習

を
希
望
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
れ

ば
県
板
事
務
局
へ
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

一
方
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ら
び
に

工
務
店
な
ど
で
行
う
、
安
全
大
会

に
積
極
的
に
参
加
し
新
た
な
安
全

技
法
を
学
ぶ
事
も
一
つ
の
方
策
と

も
い
え
よ
う
。
年
一
回
の
有
意
義

な
安
全
週
間
を
生
か
し
、
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
方
策
を
完
熟
さ
せ
、

多
く
の
組
合
員
か
ら
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
施
策
を
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
、
明
る
い
環
境
作
り
に
努
め
た

い
と
願
う
も
の
で
す
。
沼
津

愛

溌
祇
嬉
繋
鋒
鶴

「
交
通
事
故
（
道
路
）
」
一
○

二
人
、
「
挟
ま
れ
。
巻
き
込

ま
れ
」
は
七
十
七
人
と
な
っ

て
い
る
。

ち
な
み
に
愛
知
県
内
で
は
、

死
亡
者
は
二
十
七
人
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

労
働
災
害
、
特
に
死
亡
災
害

を
更
に
減
少
さ
せ
る
た
め
、

労
使
が
一
体
と
な
り
、
「
安

全
第
一
」
の
理
念
の
も
と
、

一
致
協
力
し
て
最
善
の
労
働

災
害
防
止
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
新
し
い
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
安
全
活
動
と
、
安

全
教
育
が
よ
り
一
層
強
く
求

屋
根
ま
で
と
ん
で

こ
わ
れ
て
き
え
た

し
ゃ
ぼ
ん
玉
消
え
た

飛
ば
ず
に
消
え
た

う
ま
れ
て
す
ぐ
に

こ
わ
れ
て
消
え
た

り
、
減
少
す
る
傾
向
も
な
く
管
轄

監
督
署
の
監
督
官
よ
り
、
強
行
な

ど
指
導
と
要
請
に
よ
り
、
事
の
重

要
性
を
重
ん
じ
、
早
急
な
対
策
と

し
て
、
県
板
事
務
局
で
は
去
る
五

月
十
五
日
の
総
代
会
の
終
了
後
に

お
い
て
、
安
全
講
話
を
催
し
た
。

講
師
に
は
、
法
定
特
別
教
育
セ
ン

タ
ー
の
坂
長
助
氏
に
よ
り
「
建
築

板
金
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
貴
重
な
お
話
し
を
頂
い
た
。

こ
れ
ら
の
講
話
を
十
分
に
生
か
し
、

今
回
の
安
全
週
間
を
通
じ
て
、
組

合
員
の
末
端
に
ま
で
周
知
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
す
る
。
こ
れ
ら
の
機

生
後
二
ヶ
月
で
次
男
は
無
く
な

り
ま
し
た
。
私
の
腕
の
中
で
生
き

て
い
た
の
は
夢
だ
っ
た
か
の
よ
う

に
。
ふ
と
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
の
歌
を
聴
い
て
、

た
ま
ら
な
く
な
り
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
ま
し
た
。

あ
る
日
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
は
野

口
雨
情
が
嬰
児
を
亡
く
し
た
時
に

作
っ
た
詩
だ
と
知
り
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
た
っ
て
か
ら
、
祈
り
の

な
か
で
思
い
も
よ
ら
ず
、
天
上
で

大
き
く
成
長
し
働
い
て
い
る
息
子

の
姿
が
魂
に
映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
地
上
を
生
き
る

私
と
、
天
上
の
息
子
へ
の
応
援
歌

と
し
て
、
こ
の
歌
を
さ
わ
や
か
な

心
で
う
た
っ
て
ま
す
。

『
生
命
の
光
か
ら
』
と
題
し
五

月
十
一
日
、
私
の
メ
ー
ル
に
友
人

か
ら
届
い
た
。
メ
ー
ル
を
見
な
が

ら
、
な
ぜ
か
涙
が
止
ま
ら
な
い
、

書
き
な
が
ら
涙
が
止
ま
ら
な
い
。

広
報
委
員
と
し
て
、
こ
う
い
う
感

動
す
る
記
事
を
も
っ
と
伝
え
た
か
っ

た
が
力
不
足
で
申
し
訳
な
い
気
が

６
頁
へ
つ
づ
く

あ
っ
と
言
う
間
の
六
年
で
し
た
。

つ
た
な
い
記
事
に
少
々
カ
ゲ
キ
な

記
事
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
下
さ
っ
た
斉
藤
委
員
長
、

古
株
？
の
沼
淳
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、

鷲
見
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
後
か
ら

入
ら
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
と
い
い

本
当
に
良
い
方
ば
か
り
、
楽
し
い

編
集
会
議
で
し
た
。
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

印
象
に
残
る
記
事
は
「
品
確
法
」

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
（
全
て
悪

と
は
言
わ
な
い
が
）
大
手
有
利
と

建
設
族
の
出
先
機
関
が
増
え
た
だ

け
。
天
下
り
先
を
大
事
に
し
た
い

の
だ
ろ
う
。
日
本
の
九
○
数
％
は

中
小
企
業
で
占
め
て
る
の
に
。
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千
種
支
部

別
日
三
役
会
２
名

東
北
支
部

廻
日
支
部
会
如
名

・
高
速
道
路
別
納
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム

・
秋
旅
行
の
件

西
支
部

妬
日
支
部
会
９
名

・
名
古
屋
板
金
連
合
会

総
会
の
報
告

・
県
板
総
代
会
の
報
告

・
新
入
会
員
の
紹
介

昭
和
支
部

８
日
月
例
会
過
名

熱
田
南
支
部

Ⅳ
日
定
例
会

中
村
支
部

過
日
定
例
会
岨
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
姐
名

・
親
睦
旅
行
打
合
せ

西
春
支
部

岨
日
支
部
例
会
妬
名

西
三
板
金
連
合
会

鯛
日
三
役
会
議
９
名

・
研
修
会
の
打
合
せ

・
儲
算
資
料
作
製
の
件

三
年
前
よ
り
会
社
の
駐
車
場
の

一
部
の
土
地
（
縦
２
Ｍ
×
横
６
Ｍ
）

に
畑
け
用
の
土
を
入
れ
、
家
庭
菜

園
な
ら
ぬ
自
社
菜
園
を
始
め
ま
し

た
。

小
さ
な
土
地
に
鶏
ふ
ん
、
牛
ふ

ん
、
油
か
す
等
を
入
れ
畑
を
耕
し
、

う
ね
を
作
り
種
や
苗
を
植
え
つ
け
、

天
候
を
気
に
し
な
が
ら
水
ま
き
を

す
る
。
種
ま
き
後
の
強
い
雨
ふ
り

は
種
が
流
れ
て
し
ま
い
ガ
ッ
カ
リ

し
ま
す
。

お
百
姓
さ
ん
の
大
変
さ
も
身
を

持
っ
て
経
験
す
る
事
が
で
き
、
子

育
て
に
通
じ
る
思
い
を
強
く
い
だ

い
て
い
ま
す
。
種
が
芽
を
出
し
、

葉
が
大
き
く
育
ち
立
派
な
野
菜
が

で
き
た
時
の
喜
び
は
何
に
も
た
と

き
た
勉
強
の
教
材
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
野
菜
作
り
の
楽
し

さ
を
や
っ
と
感
じ
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
五
月
十
日
記

豊
田
西
俣
章

・
・
Ｆ
１
・
ｒ
ｆ
Ｆ
ｆ
・
Ｆ
ｆ
・
ｒ
ｊ
。
Ｆ
１
．
Ｆ
ｊ
・
ｒ
ｆ
・
Ｆ
ｊ

ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
Ｉ
Ｏ
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
△

５
頁
の
つ
づ
き

す
る
。
四
月
か
ら
支
部
長
を
お
受

け
し
て
広
報
委
員
を
降
り
る
が
機

会
が
あ
れ
ば
記
耶
を
送
り
た
い
。

社
会
状
況
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

最
近
は
「
良
い
」
「
悪
い
」
よ
り

「
得
か
損
」
で
動
い
て
い
る
の
が

気
に
な
る
。
損
得
は
長
続
き
し
な

い
。
「
し
や
ぼ
ん
だ
ま
」
の
よ
う

な
感
動
す
る
も
の
を
お
伝
え
出
来

れ
ば
と
思
う
。
愛
板
八
百
数
社
、

こ
の
三
～
四
年
の
踏
ん
張
り
と
繁

栄
を
心
か
ら
願
い
た
い
。

皆
様
に
今
、
自
分
自
身
に
言
い

え
よ
う
が
有
り
ま
せ
ん
。
又
一
昨

年
は
雨
水
を
溜
め
る
タ
ン
ク
を

（
岨
Ｍ
×
６
Ｍ
）
厚
み
叩
珊
で
作

り
、
水
を
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
、

菜
園
の
水
ま
き
に
使
用
し
て
い
ま

す
。

食
卓
を
に
ぎ
わ
し
従
業
員
に
自

慢
し
な
が
ら
お
す
そ
分
け
す
る
楽

し
み
を
か
み
し
め
、
新
た
な
野
菜

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
畑
に
は

ス
ナ
ッ
ク
え
ん
ど
う
、
小
松
菜
、

法
辿
草
、
な
す
、
き
ゅ
う
り
、
ト

マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
じ
ゃ
が
い
も
、

に
ん
に
く
、
南
瓜
、
ネ
ギ
が
顔
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

今
朝
じ
ゃ
が
い
も
の
白
い
花
が

咲
き
だ
し
ま
し
た
。
孫
達
に
も
生

集

歴
匡
匿
園
Ⅱ

こ
の
度
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

長
ら
く
務
め
て
来
ま
し
た
広
報
委

員
長
の
職
責
を
五
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
交
替
い
た
し
ま
す
。
従
い

ま
し
て
委
員
長
の
指
定
席
で
あ
っ

た
「
編
集
後
記
」
は
今
回
が
最
後

と
な
り
ま
し
た
。
想
い
返
せ
ば
昭

和
五
十
四
年
五
月
・
専
門
委
員
会

発
足
と
同
時
に
広
報
委
員
に
指
名

さ
れ
て
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で

広
報
一
筋
で
来
ま
し
た
。
五
十
八

年
一
月
、
広
報
委
員
長
を
拝
命
し

て
か
ら
十
七
年
八
か
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
「
編

集
後
記
」
を
書
き
始
め
た
の
が
五

十
七
年
九
月
発
行
の
一
五
五
号
か

ら
今
回
発
行
の
三
六
一
号
ま
で
二

○
六
回
を
数
え
る
事
に
な
り
ま

す
。

年
間
発
行
十
一
回
、
毎
月
月
末

に
は
必
ず
や
っ
て
来
る
指
定
席
の

役
目
は
、
時
に
は
楽
し
み
で
も
あ

り
時
に
は
苦
痛
に
感
じ
た
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
た
か
が
一
段

に
四
八
○
字
を
打
ち
込
む
だ
け
な

の
に
、
そ
の
時
の
題
材
が
絞
り
切

れ
ず
何
日
も
考
え
込
む
時
も
有
れ

ば
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
い
閃
き
で
三
○

分
余
り
で
快
調
に
仕
上
が
っ
た
と

き
は
余
裕
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

と
も
す
れ
ば
組
合
機
関
紙
の
内

容
は
硬
く
な
り
が
ち
で
す
の
で
、

本
来
の
編
集
後
記
の
形
を
外
し
て

肩
の
凝
ら
な
い
空
気
抜
的
要
素
で

気
楽
に
読
ん
で
貰
え
る
コ
ラ
ム
欄

５
月
各
支
部
の
動
き

小
人
は
縁
に
出
会
っ
て
縁
に
気

づ
か
ず

中
人
は
縁
に
出
会
っ
て
縁
を
生

か
さ
ず

大
人
は
袖
触
れ
合
う
縁
を
も
生

か
す

柳
生
家
家
訓
よ
り

聞
か
せ
て
い
る
「
言
葉
」
に
て
取

り
あ
え
ず
広
報
委
員
と
し
て
最
後

の
記
事
に
し
た
い
。
六
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。東

三
吉
田

に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
来
ま
し
た
。

か
っ
て
、
愛
板
一
号
か
ら
八
三

号
ま
で
一
人
で
編
集
さ
れ
た
栗
田

大
先
薙
が
囲
み
記
事
で
健
筆
を
奮
っ

た
「
競
鉾
」
や
「
板
金
随
想
」
を

連
載
さ
れ
た
小
原
氏
の
共
に
見
事

な
文
章
力
に
は
遠
く
足
元
に
も
及

ば
な
い
記
事
ば
か
り
で
し
た
が
、

季
節
の
こ
と
、
旅
や
温
泉
の
話
、

時
事
の
問
題
点
、
組
合
事
業
活
動

な
ど
、
長
い
間
続
け
ら
れ
た
の
も

後
押
し
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
の
お

陰
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

「
愛
板
は
最
後
か
ら
読
み
始
め
る

と
か
、
毎
月
の
後
記
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
」
と
の
励
ま
し
は
、

力
水
を
得
た
よ
う
に
嬉
し
い
も
の

で
し
た
。
何
事
も
ま
た
ど
ん
な
に

優
れ
た
事
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の

し
た
事
を
自
慢
話
し
に
す
る
の
で

は
な
く
、
他
の
人
か
ら
評
価
し
認

め
て
貰
え
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
編
集
後
記
末

尾
の
⑧
の
サ
イ
ン
は
今
回
が
最
終

回
と
な
り
ま
す
が
広
報
担
当
三
役

で
残
り
ま
す
の
で
機
会
が
あ
れ
ば

息
抜
き
の
記
事
で
も
書
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
来
月
か
ら
は
新

体
制
に
よ
る
新
し
い
カ
ラ
ー
の
愛

板
に
ご
期
待
下
さ
い
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
長
い
間
の
お
引
立
て

に
重
ね
て
感
謝
・
感
謝
で
す
。

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
八
日
側
晴

三
六
一
号
編
集
会
議

委
員
十
五
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

広
報
委
員
長
斉
藤
充
昭

・
全
仮
国
保
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
の
件

碧
南
支
部

帥
日
青
年
部
定
例
会

・
名
簿
作
製

・
新
年
度
班
長
・
行
事

会
費
に
つ
い
て

豊
田
支
部

ｕ
日
第
２
回
役
員
班
長
会泌

名

即
日
第
羽
回
横
山
興
業
板
金

ま
つ
り
参
加

安
城
支
部

岨
日
役
員
会
７
名

釣
日
青
年
部
定
例
会
３
名

西
尾
支
部

ｎ
日
役
員
会
別
名

・
西
三
連
合
会
研
修
会

・
在
庫
管
理
表

皿
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

今
云

東
三
支
部

２
日
定
例
会
町
名

講
演
会
「
今
後
の
建
設

業
界
の
動
向
」
鯛
名

皿
日
青
年
部
定
例
会
皿
名

Ⅳ
日
東
板
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

東
海
Ｃ
・
Ｃ
過
名

別
日
三
役
・
運
営
会
・
青
年

部
懇
親
会
皿
名

妬
日
三
役
会
６
名


